
 
 

 

【家庭教育支援チーム】 
 

（１）活動主体（チーム）について 

①チーム名 

（呼称） 

 

名取市家庭教育支援チーム 

 （呼称：名取市家庭教育支援チーム toco toco） 

 

 

②活動拠点 名取市立学校、名取市公民館 等 

③活動範囲 名取市全域 

④組織体制 

 

  ２４ 人 

子育てサポーター２４人 

 

⑤活動開始年度 平成２０年度 

⑥問合せ先 

 

（部署・氏名等） 

名取市教育委員会生涯学習課 生涯学習・青少年係  

（TEL） 022-724-7173  （E-mail） syogaku@city.natori.miyagi.jp 

 

（２）活動内容について 

①活動形態 

（複数チェック可能） 

保護者等への学びの場の提供 

保護者等への地域の居場所づくり 

アウトリーチ型家庭教育支援（※保護者の居場所に出向いて届ける支援） 

    ☐自宅に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    保育所・幼稚園・学校等に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

    ☐その他の保護者に届ける支援（情報提供、相談対応等） 

☐その他（                          ） 

②活動対象 

（複数チェック可能） 

乳幼児 小学生（低学年） 小学生（中学年） 小学生（高学年） 

中学生 ☐高校生以上     

の子供を持つ保護者に対する活動を実施 



③活動内容 

【具体的な活動内容】 

・市子育てサポーター養成講座への協力 

 毎年９月～１０月に、家庭教育支援チーム員を養成するために、４～５回

で子育てサポーター養成講座を行う。講座にはお子さんを連れてくる受講者

もいるので、必要に応じてお子さんの見守りを行う。 

 

・新入学家庭教育講座の開催 

 毎年１０月～１２月の小学校就学時健康診断時、保護者の不安や悩みを

解消する目的として実施している。講座の回数は４回前後で、基本的な生活

習慣・お子さんへの声掛けの仕方などのお話、保護者同士の交流を図るワ

ークなどを行っている。 

 

・移動交流サロンの開催 

 子どもと一緒に、同じ環境にある母親同士で普段抱えている悩みや感じて

いることを交流し、仲間づくりのきっかけ作りを目的として実施。 

 

・公民館講座等でのワークショップの開催 

 保護者が思いを交流し気づきを得るために、テーマを絞ったワークショップ

を実施。保護者同士をファシリテートし保護者自身が気付きや学びを得られ

るようサポートしている。 

④活動の成果 

（活動実績がある 

場合） 

・子育てサポーター養成講座では、「家庭教育支援の必要性」「親の理解・

子の理解」「救急救命講習」「グループワークの実践」等について、専門家か

らお話していただくことで、「今の子育ての状況が分かった」「自己肯定感を

高めることが大切だと分かった」「グループトークで、いろいろな方のお話が

できてよかった」「自分も何かお手伝いができれば」という感想があった。 

・新入学家庭教育講座では、「基本的な生活習慣の大切さを改めて理解で

きた」「これから入学するうえで、いろいろな方と話をすることができてよかっ

た」という感想があった。 

・「子育てや学校生活についての不安が解消される」「横のつながりができ

る」「学習の循環につながる」という成果があった。 

⑤活動財源 

（複数チェック可能） 

文部科学省補助事業（事業名：学校・家庭・地域連携協力推進事業） 

☐文部科学省委託事業（事業名：                        ） 

☐厚生労働省事業（事業名：                           ） 

地方公共団体単独事業として実施 

☐特段の予算措置はない（自主的に活動を実施） 

☐その他の支援により活動を実施 

  （                                           ） 

 


